P229で登場する願書受付代行業務を例にシナリオの作成を、次のページに例示します。出願書類の受領・確認業務において、正常と異常のシナリオは以下のようになります。


（正常シナリオ）
1. 事務担当は、受験者から送付された出願書類において、帳票が全て揃っていることを確認する。
2. 事務担当は、出願書類に不備が無いことを確認する。
3. 事務担当は、払込書照会システムで出願者の検定料払込書が存在することを確認する。

（異常シナリオ）
1. 事務担当は、受験者から送付された出願書類において、帳票が全て揃っていることを確認する。
2. 事務担当は、出願書類に不備が無いことを確認する。
3. 事務担当は、払込書照会システムで出願者の検定料払込書が存在しないことを確認する。
4. 事務担当は、不備内容を明記して受験者に連絡する。


この業務で使用する払込書照会システムを操作するシナリオを作成します。

この例からテスト仕様書の作成例を説明します。
テスト仕様書では、一般的に以下の項目が必要です。

1. テスト対象業務：業務要件定義からのトレーサビリティがわかるもの。
2. テストケース識別子：項番で、1-1などのように階層で表現することが多いです。
3. 実施するテストの内容：テストデータのインプットと結果としてのアウトプットを記載します。
4. テストを実施するためのシステムの操作手順：ユーザマニュアルを参照することで、ユーザマニュアルの出来栄えの確認をすることもできます。
5. テストの実行結果：合格または不合格の判定とそのエビデンスを記載します。
6. テストを実施した年月日：完了年月日を併記してもよい。
7. テストを実行した担当者：承認者を追加しても良い。

肝となるのは、3のテスト内容をここで記述し、実行結果につなげるということです。
上記を網羅したのが、次のページのサンプルです。

※注意　次のページの文書はあくまでも記述例です。そのまま使用せず、あなたの担当するプロジェクトに合わせて書き換えてご利用ください。
[bookmark: _GoBack]

受入テスト仕様書
	業務名
	テストケース
	実施年月日
	実施担当者

	願書受付代行業務
	1-1出願書類の受領・確認業務
	YYYY/MM/DD
	神田

	（テストシナリオ）
正常系として、以下のシナリオで実行する。

1事務担当は、受験者から送付された出願書類において、帳票が全て揃っていることを確認する。
2事務担当は、出願書類に不備が無いことを確認する。
3事務担当は、払込書照会システムで出願者の検定料払込書が存在することを確認する。

（テストデータ）
払込書照会システムに出願者情報を登録する。
内容は以下の通り。
出願者名：神田大川


	（テスト手順）
事務担当は、シナリオ1，2の作業を実施後、払込書照会システムで出願者の検定料払込書が存在することを払込書一覧画面と払込書一覧帳票で確認する。
画面操作と帳票出力方法は、ユーザマニュアル XXページを参照。


	（テスト実施結果：合格）
払込書一覧画面と払込書一覧帳票で、出願者の検定料払込書を確認した。

払込書一覧帳票
…
神田大川
…

…
…

払込書一覧画面
…
神田大川










	
